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米
山
桂
三
教
授
略
歴

明
治
三
九
年
七
月
一
八
日

昭
和
四
年
三
月

昭
和
四
年
四
月

昭
和
四
年
五
月

昭
和
八
年
四
月

昭
和
一
二
年
四
月

昭
和
二
二
年
四
月

昭
和
一
二
年
一
〇
月

昭
和
二
二
年
五
月

昭
和
二
五
年
四
月

昭
和
二
六
年
五
月

昭
和
二
六
年
一
〇
月

昭
和
二
八
年
一
〇
月

昭
和
三
〇
年
四
月

昭
和
三
一
年
四
月

昭
和
三
五
年
三
月

昭
和
三
六
年
一
〇
月

昭
和
三
七
年
二
月

　
　
　
米
山
桂
三
教
授
略
歴

横
浜
市
に
出
生

慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

慶
礁
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

ロ
ソ
ド
ソ
大
学
及
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
を
主
と
し
て
英
、
独
に
海
外
留
学
（
昭
和
八
年
二
月
帰
国
）

法
学
部
講
師
を
兼
ね
る

慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

慶
雁
義
塾
大
学
新
聞
学
研
究
室
主
事
（
昭
和
二
二
年
五
月
ま
で
）

同
新
聞
学
研
究
室
主
任
教
授
を
兼
ね
る
（
昭
和
二
四
年
三
月
ま
で
）

日
本
社
会
学
会
理
事
（
昭
和
三
三
年
ま
で
）

日
本
新
聞
学
会
理
事
（
昭
和
三
九
年
一
〇
月
ま
で
）

慶
鷹
義
塾
大
学
新
聞
研
究
室
主
任
教
授

慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
委
員
長
を
兼
ね
る
（
昭
和
三
〇
年
九
月
ま
で
）

慶
鷹
義
塾
賞
を
受
賞

東
京
都
立
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
講
師
を
兼
務
（
昭
和
三
九
年
三
月
ま
で
）

法
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る

マ
ニ
ラ
で
の
ユ
ネ
ス
コ
主
催
目
冨
ω
§
ぎ
畦
9
㍉
自
彗
”
瑳
琶
6
邑
且
お
崔
①
些
。
駐
9
ω
。
9
げ
導
α
国
器
げ

し
て
出
席

ハ
ワ
イ
大
学
訪
問
教
授
（
同
年
六
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
…
二

壽
寅
に
日
本
代
表
と

（
九
一
九
V



　
　
　
米
山
桂
三
教
授
略
歴

昭
和
三
八
年
八
月

昭
和
三
八
年
一
〇
月

昭
和
三
八
年
一
〇
月

昭
和
三
九
年
一
一
月

昭
和
四
〇
年
五
月

昭
和
四
一
年

昭
和
四
二
年
九
月

昭
和
四
四
年
四
月

昭
和
四
五
年
二
月

昭
和
四
六
年
六
月

四
三
四

（
九
二
〇
）

東
京
大
学
医
学
部
看
護
学
科
講
師
を
兼
務
（
昭
和
三
九
年
三
月
ま
で
）

慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
委
員
長
を
兼
ね
る
（
昭
和
四
〇
年
九
月
ま
で
）

慶
鷹
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
長
を
兼
ね
る
（
主
任
が
所
長
に
改
ま
り
、
重
任
）

イ
ソ
ド
の
ナ
フ
プ
ー
ル
の
ユ
ネ
ス
コ
主
催
醤
。
留
巨
葛
り
9
魯
§
島
当
日
蚕
ぽ
冒
頓
旨
9
ぎ
駐
9
m
建
夢
導
山
国
器
菅
凄
即
臼
に

日
本
代
表
と
し
て
出
席

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
長
、
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
（
昭
和
四
三
年
九
月
ま
で
）

日
本
新
聞
学
会
理
事
に
再
任

ハ
ー
バ
ー
ト
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
創
立
百
五
十
周
年
記
念
式
典
に
出
席
の
た
め
出
張

中
央
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
講
師
を
兼
務
（
昭
和
四
五
年
四
月
ま
で
）

日
本
広
告
学
会
理
事

日
本
新
聞
学
会
長



米
山
桂
三
教
授
主
要
著
作
目
録
（
僻
御
鶴
認
燈
、
）

昭
和
九
年

　
政
治
組
織
の
心
理
学
的
再
検
討
ー
グ
ラ
ハ
ム
・
ウ
ォ
ル
ラ
ス
に
拠
る
一
考

察
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
一
三
巻
一
号

　
『
社
会
行
為
』
に
就
い
て
ー
エ
ル
ウ
ッ
ド
に
拠
る
研
究
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
二
巻
四
号

昭
和
一
〇
年

　
『
心
意
の
発
達
』
と
『
目
的
の
進
化
』
ー
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
に
拠
る
研
究
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
一
四
巻
四
号

昭
和
二
年

本
能
と
政
治
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
一
五
巻
三
号

昭
和
＝
｝
年

　
本
能
と
政
治
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
一
六
巻
一
号

昭
和
一
四
年

　
　
　
米
山
桂
三
教
授
主
要
著
作
目
録

　
転
換
期
に
於
け
る
政
治
的
宣
伝
の
研
究
　
　
　
　
　
法
学
研
究
一
八
巻
二
号

昭
和
｝
七
年

　
戦
争
と
輿
論
－
主
に
第
二
次
世
界
大
戦
下
英
国
の
輿
論
の
動
向
を
中
心
と

　
し
て
t

　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
論
集
・
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
会
編
・
金
文
堂
書
店

昭
和
一
八
年

＊
思
想
闘
争
と
宣
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
黒
書
店

昭
和
一
二
年

　
民
主
政
治
と
輿
論
指
導
　
　
　
　
　
　
輿
論
調
査
・
時
事
通
信
社
調
査
局
編

＊
民
主
政
治
と
輿
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
黒
書
店

昭
和
一
＝
一
年

＊
社
会
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
応
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
五
　
　
　
（
九
二
一
）



　
　
　
米
山
桂
三
教
授
主
要
著
作
目
録

昭
和
二
三
年

　
輿
論
　
輿
論
と
政
治
（
社
会
学
大
系
第
二
一
巻
）
　
　
　
　
　
　
国
立
書
院

　
輿
論
調
査
の
方
法
　
輿
論
の
社
会
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
文
館

　
輿
論
の
統
計
的
状
態
的
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
一
二
巻
八
号

昭
和
二
四
年

　
産
業
社
会
学
－
そ
の
成
立
と
発
達
－
　
　
法
学
研
究
二
二
巻
六
・
七
号

昭
和
二
六
年

　
工
場
に
お
け
る
職
長
の
調
査
t
職
長
の
地
位
及
役
割
に
関
す
る
産
業
社
会

　
学
的
研
究
（
共
同
執
筆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
四
巻
二
・
三
号

　
工
場
診
断
t
工
員
の
志
気
の
診
断
ー
　
　
　
法
学
研
究
二
四
巻
一
二
号

　
輿
論
の
変
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
学
評
論
五
号

昭
和
二
七
年

　
経
営
と
志
気
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
学
評
論
七
号

　
世
論
形
成
に
お
け
る
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
討
論
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
七
巻
七
号

＊
広
告
の
社
会
学
（
米
山
・
石
野
共
著
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
通

　
日
本
に
於
け
る
沿
岸
及
び
沖
合
漁
業
に
関
す
る
綜
合
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
評
論
五
五
四
号

昭
和
二
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
六
　
　
　
（
九
二
二
）

漁
村
の
人
口
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
六
巻
六
号

昭
和
二
九
年

　
人
類
学
と
経
済
学
の
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
七
巻
二
号

昭
和
三
〇
年

＊
社
会
調
査
－
労
働
・
工
場
・
漁
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
応
通
信

昭
和
三
一
年

　
ス
モ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
研
究
へ
の
反
省
と
期
待
　
目
本
社
会
学
の
課
題
（
林

恵
海
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

　
地
方
小
都
市
に
お
け
る
近
代
化
と
職
業
の
再
編
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
九
巻
一
・
二
・
三
号

戦
後
日
本
社
会
の
分
析
－
産
業
・
労
働
1
（
米
山
・
三
枝
・
松
島
・
青

沼
・
北
川
の
共
同
執
筆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
学
評
論
二
五
号

昭
和
三
二
年

労
働
者
の
社
会
的
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
〇
巻
四
号

＊
社
会
学
（
増
補
版
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
応
通
信

昭
和
三
三
年

＊
国
ε
仁
ざ
善
即
暴
－
の
言
身
9
国
畳
凝
Ω
蓉
含
g
芽
猷
『
帥
冨
戸
辱
嗜
8
①
峯

舞
．
a
；
凶
a
爵
弩
一
冨
簿
暫
図
醗
＄
周
魯
O
§
昌
9
㊦
。



社
会
学
と
社
会
福
祉
事
業

慶
麗
義
塾
汰
学
百
年
記
念
論
文
集
・
法
学
部
・

　
　
　
　
　
第
二
部
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部

昭
和
三
四
年

　
産
業
社
会
学
と
近
接
科
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
二
巻
五
号

昭
和
三
五
年

＊
産
業
社
会
学
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
応
通
信

　
経
営
と
人
間
関
係
ー
（
ヶ
！
ス
・
ブ
ッ
ク
）
』
（
翻
訳
監
修
）
（
＞
。
言
≦
露
ざ
，

包
一
｝
図
●
型
O
巴
げ
8
P
暫
邑
国
ン
＜
。
客
。
一
導
ρ
9
ω
①
。
・
。
づ
国
仁
ぎ
導
国
Φ
一
当
o
凄

日
冒
導
超
。
幕
昼
一
3
0
。
）
慶
鷹
義
塾
大
学
産
業
研
究
所
ケ
ー
ス
．
メ
ソ
ヅ

　
ド
研
究
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
リ
ア
書
店

昭
和
三
六
年

看
護
の
社
会
学
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
四
巻
五
号

　
人
間
科
学
の
展
開
－
社
会
学
・
心
理
学
・
人
類
学
の
交
流
に
よ
る
ー
（
翻

訳
監
修
武
田
・
米
田
）
（
』
Ω
目
登
①
皇
閃
亀
卑
ω
幕
琴
①
亀
ω
8
芭
客
導
ー

　Oo

薯
Φ
夷
§
。
醗
首
卜
暮
ぼ
o
冨
一
〇
〇
q
ざ
℃
塁
畠
o
一
〇
験
図
彗
α
の
。
。
一
〇
一
〇
塁
」
0
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
出
版
部

昭
和
三
七
年

　
．
．
汐
o
暁
窃
獣
g
巴
⇒
緯
づ
日
鮫
o
馬
箱
o
仁
簿
巴
δ
緩
宮
㍉
碧
導
．
．
．
ギ
巴
巳
β
碗

　
箱
o
自
壁
一
広
宏
｝
国
旨
く
霞
一
〇
〇
一
1
①
卜
o
”
　
d
Z
国
ω
O
O
℃
仁
巨
一
＄
菖
8

　
　
　
米
山
桂
三
教
授
主
要
著
作
目
録

o
｛

　
ハ
ワ
イ
か
ら
み
た
日
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
評
論
六
一
〇
号

＊
現
代
社
会
学
（
監
修
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
応
通
信

昭
和
三
八
年

　
日
本
の
社
会
経
済
発
展
の
背
景
に
あ
る
も
の
　
　
　
法
学
研
究
三
六
巻
七
号

昭
和
三
九
年

　
看
護
社
会
学
序
説
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
三
号

　
看
護
社
会
学
の
対
象
領
域
と
方
法
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
七
巻
四
号

　
看
護
婦
の
社
会
的
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
護
学
雑
誌
二
八
巻
一
三
号

　
被
爆
地
広
島
に
み
る
社
会
変
動
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
七
巻
一
二
号

昭
和
四
〇
年

　
日
本
の
展
望

原
爆
と
社
会
変
動
O
・
⇔

日
本
の
近
代
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
評
論
六
三
四
号

（
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
法
学
研
究
三
八
巻
九
号
、
同
一
〇
号

　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
学
術
研
究
四
巻
九
号

昭
和
四
一
年

＊
編
著
・
現
代
社
会
の
社
会
学

昭
和
四
三
年

原
爆
被
爆
と
そ
の
後
の
社
会
生
活
（
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
七

世
界
書
院

法
学
研
究
四
一
巻
三
号

　
　
（
九
二
三
）



　
　
　
米
山
桂
三
教
授
主
要
著
作
目
録

　
人
種
と
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
一
巻
五
号

昭
和
四
四
年

＊
社
会
学
（
米
山
・
田
野
崎
・
中
井
・
青
沼
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
E
K
大
学
講
座

昭
和
四
五
年

　
人
類
学
・
特
殊
社
会
学
・
一
般
社
会
学
－
人
種
集
団
概
念
に
関
す
る
考
察

　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
三
巻
一
号

　
社
会
学
に
お
け
る
概
念
化
と
体
系
化
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
三
巻
一
〇
号

昭
和
四
六
年

近
代
化
と
人
種
関
係
　
近
代
社
会
と
社
会
学
（
武
田
良
三
博
士
古
稀
記
念
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
出
版

　
ア
メ
リ
カ
の
対
外
人
種
政
策
（
共
同
執
筆
）
『
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
』
（
藤
原

守
胤
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）

　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
編
・
鹿
島
研
究
所
出
版
会

　
　
（
尚
、
米
山
教
授
著
作
目
録
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
目
本
社
会
と
近
代
化
』
米
山
桂
三

　
　
博
士
還
暦
記
念
、
慶
応
通
信
、
昭
和
四
二
年
を
参
照
の
こ
と
）

四
三
八

（
九
二
四
）


